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環境経営レポート

レポート対象期間（第14期 2022年2月～2023年1月）
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代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日:2023年4月18日



　　所在地　　　

　　代表者　　　

　　資本金　　　

　　従業員数

　　取引銀行　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　事業内容 治工具製作及び各種精密研削加工

　　　昭和２４年　　名古屋市に腕時計のベルトを製造する会社として事業を起こす

　　　　　　　　　　　（当時はハサミゲージ、栓ゲージ等のゲージ類を主に製造）

立型マシニングセンター オークマ MC-6VA 1台 1250×630
立型マシニングセンター オークマ MB-46VAE 2台 ７６２×460
ワイヤカット 三菱 BA8 1台 3２０×250
ワイヤカット 三菱 MV1200S 1台 40０×300
内面研削盤 東洋工業 T-1253 2台 φ３００×300
万能研削盤 オークマ GU 1台 1000
万能研削盤 豊田工機 GUS32X100 1台 1000
平面研削盤 日立精工 GHL-300S 1台 6００×300
平面研削盤 日立精工 GHL-B406NSP 1台 ６００×400
平面研削盤 黒田精工 GS-64PFⅡ 1台 ６００×400
平面研削盤 岡本機械 OMA-350 1台 ３００×150
フライス盤 マキノ KSA 1台
フライス盤 マキノ KGA 2台
フライス盤 横型 日立精機 1台 ６００×250
旋盤 ワシノ 1台 6尺
CAD/CAM 　 1台
三次元測定機 ミツトヨ Ｃ544 1台 505×405×405
他　ボール盤など 　 　 　

 　

＜主な設備＞ (2023年現在）

           ゴードーソリューション

＜会社の歩み＞

　　　昭和３２年　　豊田自動織機様と取引開始

　　　昭和３４年　　東浦町に移転

　　　昭和４２年　　大豊工業株式会社様と取引開始

　　　昭和４８年　　安城市に移転

　　　　　　現在に至る

株式会社ティーイーティー様

　　主な仕入先様　　　　  川北特殊鋼株式会社様、高木特殊工業株式会社様、

株式会社帝国クロム様、株式会社塚本真空技術研究所様、

株式会社東陽様

10,000,000円

6人

名古屋銀行刈谷支店

碧海信用金庫東刈谷支店

　　主なお取引会社様　　 大豊工業株式会社様

＜会社概要＞

　　　　　　　　　株式会社　脇田工業所

安城市二本木新町１－９－１

TEL  0566-75-6500

FAX  0566-75-5150

脇田　時史



2．組織の概要、認証・登録範囲、レポートの対象期間、実施体制

　（1）　事業所名及び代表者氏名
　　　　株式会社　脇田工業所
　　　　代表取締役　脇田　時史

　（2）　所在地　
　　　〒446-0075　愛知県安城市二本木新町1-9-1

　（3）　環境管理責任者
　　　　　環境管理責任者　　脇田浩資
　　　　　連絡先　　　　　　　　TEL　0566-75-6500　　　FAX　0566-75-5150

　（4）　事業内容
　自動車関連の治具・工具・金型部品製造

　（5）　事業規模
　　　　生産数　　　　　3,427 個
　　　　社員数　　　　　6名
　　　　社屋床面積　　341㎡

　（6）　対象範囲 、レポートの対象期間及び発行日
　　　全組織：株式会社脇田工業所
　　　全活動：自動車関連の治具・工具・金型部品製造
　　　レポートの対象期間　　　第14期　2022年2月から2023年1月

　（7）　実施体制

　

工場 事務所
　

役割・責任・権限
環境経営全般に責任と権限を持つ
環境管理責任者を指名する
資源の用意をする
環境方針を策定しEA21の実施体制を、全従業員に周知する
EA21の取り組み状況を評価、見直しをする
EA21文書類の承認をする
環境活動レポートの承認
環境活動の目標計画を立案する
環境経営システムの構築と運用と維持をしその状況を代表者
に報告する
月々のガソリン、電力、水道、廃棄物の数値管理
環境活動レポートの作成
環境活動計画の推進
環境活動データの把握と報告

脇田　浩資

従業員

環境管理
責任者

代表者

代表者
代表取締役　脇田　時史

環境管理責任者



3．環境経営方針

  

●　環境理念

●　行動指針

　（1）　環境関連の法令・条例その他の要求事項を遵守し、環境保全に努めます。

　（2）　次の事項について具体的な環境目標・環境経営計画を定め実施します。

　　①　二酸化炭素削減のため、電力・自動車燃料の削減に努めます。

　　②　ゴミ分別を徹底させ、廃棄物の削減を図ります。

　　③　水使用量の低減に努めます。

　　④　切削加工品の不良率低減を図ります。

　  ⑤　グリーン購入に努めます。

　（3）　全ての社員が環境保全活動を実践できるようにこの環境方針を全従業員に
　　　　周知するとともに公表します。
 

制定日　　2009年10月13日
 

見直日　　2011年1月26日
 

株式会社　脇田工業所

代表取締役　

環境経営方針

　当社は、金型部品の切削加工の事業活動において、環境に何らかの負荷を与えて
いることを認識し、製造において調達する資材・資源の環境保全活動を自主的積極的
に推進します。



4．環境経営目標、環境経営目標の実績

（1）環境経営目標

基準データ 2022年度 2023年度 2024年度

総量 ｋｇ-CO2 29,330 29,037 28,743 28,450
削減率 ％ - 1% 2% 3%
総量 ｋWｈ 53,776 53,238 52,700 52,163

削減率 ％ - 1% 2% 3%
総量 L 1,602 1,586 1,570 1,554

削減率 ％ - 1% 2% 3%
総量 L 1,160 1,148 1,137 1,125

削減率 ％ - 1% 2% 3%
総量 t 0.348 0.345 0.341 0.338

削減率 ％ - 1% 2% 3%
総量 m³ 35.8 35.4 35.1 34.7

削減率 ％ - 1% 2% 3%
不良率の低減 総量 ％ 0.711 0.704 0.697 0.690
グリーン購入

・基準データは2018～2022年度の平均値とした
・取組期間は表示年度の2月～翌年1月までとしました。
・購入電力の排出係数は中部電力の2018年のデータ、0.452kg-CO2/kWh
・化学物質使用量は極めて少量のため削減目標は設定していないがPRTR制度の対象となる

（2）環境経営目標の実績

基準データ 目標 実績 増減率

二酸化炭素の削減 総量 ｋｇ-CO2 29,330 29,037 31,818 8.5% ×

電力の使用量削減 総量 ｋWｈ 53,776 53,238 62,729 16.6% ×

ガソリン使用量の削減 総量 L 1,602 1,586 1,493 -6.8% 〇

産業廃棄物(廃液）の排出量削減総量 L 1,160 1,148 1,200 3.4% ×

一般廃棄物の排出量削減 総量 t 0.348 0.345 0.250 -28.2% 〇

水使用量の削減 総量 m³ 35.8 35.4 41.1 14.8% ×

不良率の低減 総量 ％ 0.711 0.704 0.320 -55.0% 〇
グリーン購入の推進 -

・購入電力の排出係数は中部電力の2018年のデータ、0.452ｋg-CO2/kWh

ガソリン使用量の削減

産業廃棄物(廃液）の排出
量削減

環境方針の項目
目標　種

別
単位

年間の目標

二酸化炭素の削減

電力の使用量削減

一般廃棄物の排出量削減

水使用量の削減

グリーン購入に努めます

環境方針の項目
目標　種

別
単位

　　2022年度目標 取組結果

  　 化学物質を含む「青ニス除去剤」については、保管時・使用時・使用後の取扱方法の注意
   　点を書面にし、取扱者全員が共有し、遵守しています。

取組結
果の評

価

作成日：2023年2月27日
作成者：脇田浩資
承認者：脇田時史

評価判断基準
〇　目標達成

グリーン購入に努める

△　目標0.1～2.9％オーバー
×　目標3％以上オーバー



5 .環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（１）レポート対象期間の環境活動計画とその実施状況、評価結果
環境方針 環境目標 具体的な取り組み内容 責任者 2022年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2023年1月

①エアコンの設定温度管理 脇田浩資 計画 基準作成 実施→ 見直し
冷房27℃　暖房20℃（ラベル貼付） 実施 ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ○ ○
②エアコンのフィルター清掃と 脇田健嗣 計画 実施 ー 実施 ー ー 実施 ー 実施 ー ー 実施 ー
　　簡易点検を計画に沿って実施 実施 ○ ー ○ ー ー ○ ー ○ ー ー ○ ー
③残業時、昼休み時、退社時の 脇田浩資 計画 実施→ 見直し
　　節電の徹底を図る 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
①急発進、急停車をやめ 脇田時史 計画 実施→ 見直し
エコドライブに努める（ラベル貼付等） 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②購入時にエコカーへの切り替え脇田時史 計画 実施→

実施 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
①一般ゴミ分別の徹底 脇田直美 計画 実施→ 見直し

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②紙使用量の削減 脇田直美 計画 実施→ 見直し
（裏紙使用、PCの活用） 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
①節水コマの設置等 脇田浩資 計画 実施→ 見直し

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②ステッカーにより節水意識 脇田浩資 計画 実施→ 見直し
　　向上を図る 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
改善策の協議、実施 脇田健嗣 計画 実施→ 見直し
加工中のレ点チェック 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

脇田幸奈 計画 実施→ 見直し
実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記載日： 2022年5月11日
　　環境活動計画の
　　実施状況評価

記載日： 2022年5月12日 11月2日

この期間不良品は1
個にとどまった

この期間ガソリン使
用量がやや多かっ
た

このまま進めてい
く

順調に活動できてい
ると思う

2023年2月4日
おおむね良かった このまま進めてい

く

廃棄物排出量
の削減（基準
年度比1%減）

水使用量の削
減（基準年度
比1%減）

加工品不良率
1%減

8月4日

8月3日

不良率低減

環境管理
責任者

代表者

グリーン購入

11月1日 2023年2月4日
この期間、紙（コ
ピー用紙）使用量が
少なかった

2月にエアーコンプレッサー1
台入れ替え。電力使用量が
多かった。

グリーン購入
購入時にエコマーク商品を優先
して購入する

2023年2月27日
作成者：脇田浩資
承認者：脇田時史

二酸化炭素の排
出量削減

廃棄物排出量の
削減

水使用量の削減

電気の使用量
削減（基準年
度比1%削減）

ガソリンの使
用量削減(基
準年度比1%削
減）



（２）次年度の環境活動計画とその実施状況、評価結果
環境方針 環境目標 具体的な取り組み内容 責任者 2023年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2024年1月

①エアコンの設定温度見直し 脇田浩資 計画 基準作成 実施→
冷房27℃　暖房20℃（ラベル貼付） 実施 ○ ○ ー ー ー ○ 　 　 　 　 　
②エアコンのフィルター清掃を 脇田健嗣 計画 清掃 清掃 清掃 清掃 清掃
　　計画に沿って実施する 実施 ○ ー ○ ー ー ○ ー 　 ー ー 　 ー
③残業時、昼休み時、退社時の 脇田浩資 計画 実施→
　　節電の徹底を図る 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
④エアー噴射の使用状況に応じ 菅谷悠介 計画 実施→
コンプレッサーの使い分けを図る 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　　
①急発進、急停車をやめ 脇田時史 計画 実施→
エコドライブに努める（ラベル貼付等） 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
②購入時にエコカーへの切り替え脇田時史 計画 実施→

実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 　
①一般ゴミ分別の徹底 脇田直美 計画 実施→

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
②紙使用量の削減 脇田直美 計画 実施→
（裏紙使用、P/Cの活用） 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
①節水コマの設置等 脇田浩資 計画 実施→

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
②ステッカーにより節水意識 脇田浩資 計画 実施→
　　向上を図る 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
加工手順の確立 脇田健嗣 計画 実施→
不良発生原因を解明 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　

脇田幸奈 計画 実施→
実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○

記載日： 2023年5月12日
　　環境活動計画の
　　実施状況評価

記載日： 2023年5月12日

  

このまま進めたい
8月7日

代表者

電気の使用量
削減（基準年
度比2%削減）

ガソリンの使
用量削減(基
準年度比2%削
減）

廃棄物排出量
の削減（基準
年度比2%減）

水使用量の削
減（基準年度
比2%減）

加工品不良率
1%減

  8月7日

二酸化炭素の排
出量削減

廃棄物排出量の
削減

水使用量の削減

不良率低減

環境管理
責任者

この期間不良品が無く良好
である

7月工場のエアコンを使
用し始めた。使用温度管
理を気を付けた

2023年7月1日
作成者：脇田浩資
承認者：脇田時史

グリーン購入 グリーン購入
購入時にエコマーク商品を優先
して購入する



6．環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（１）二酸化炭素の削減
　　・目標の評価　〇
　　　二酸化炭素の排出量は8.5％増となった。
　　・取組、実施の評価　×
　　　2月、7月に生産量が多く工場稼働時間が長くなり電力使用量増加。

（２）電力使用量の削減
　　・目標の評価　×
　　　電力使用量は16.6％増加した。
　　・取組、実施の評価　×
　　　2月、7月に生産量が多く工場稼働時間が長くなり電力使用量増加したことで
　　　二酸化炭素排出も増えたとみられる

（３）ガソリンの使用量削減
　　・目標の評価　〇
　　　ガソリン使用量は6.8％減少した。
　　・取組、実施の評価　〇
　　　次年度もこのまま進める。

（４）産業廃棄物の削減
　　・目標の評価　×
　　　　廃液排出量は3.4％増加
　　・取組、実施の評価　×
　　　加工品質のため設備機械の定期的な加工液入れ替え対象を増やしたため
　　　当該設備の稼働が高まる状況が続いていて結果として排出量は多く推移する
　　　見込み.

（５）一般廃棄物の削減
　　・目標の評価　〇
　　　　一般廃棄物の排出量は28.2％減少.
　　・取組、実施の評価　○
　　　次年度もこのまま進める。

（６）水使用量の削減
　　・目標の評価　○
　　　水使用量は14.8％増となった。
　　・取組、実施の評価　×
　　　水道管から水漏れがあり一時的に使用量が増えてしまった

（７）不良率の低減
　　・目標の評価　○
　　　不良率55％減と大幅に改善された
　　・取組、実施の評価　○
　　　次年度もこのまま進める。

（８）グリーン購入　〇
　　　商品を購入する際、エコマーク商品を選定しています。
　　　次年度もこのまま進める。

評価判
断基準

〇　目標達成
△　目標0.1～2.9％オーバー
×　目標3％以上オーバー



7．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
　　訴訟等の有無

（1）環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果
　

（2）違反、訴訟等の有無

　環境関連法規への違反や訴訟はありません。

　なお、関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありません。

適正保管

アイドリングストップの励行

簡易点検

適用法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

騒音規制法

産廃処理業者との契約・許可証写し保管

マニフェスト交付・保管

対象機器の適正処理

廃棄物処理法

遵守状況

適正保管

適正保管

届出

　現地確認実施

当該する要求事項

産業廃棄物管理表交付等状況報告書

処分場の現地確認

当該年度廃棄なし

コンプレッサー
3.75Ｋw以下で非
該当

4回/年実施

振動規制法

県条例

フロン排出抑制法

使用済車の適正処理

対象機器の設置届

対象機器の設置届

アイドリングストップ



  8.  代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果

問題なし

4．内部・外部からの苦情・称賛等の受付結果　　　　　

当該期間に内部・外部から環境情報は無かった

5．問題点の是正予防報告書

無
無
無
無４．環境経営システムの変更

                      代表者による変更の必要性の判断
代表者　脇田時史
記載日：2023年　4月　15日

   環境管理責任者による見直しに必要なコメント
作成者：環境管理責任者
作成日：2023年4月15日

３．環境関連法規の見直し・遵守状況

取組に必要な手順の1つである「その他の紙」の集計は過去5年間で集計値が少なく
環境への負荷は極めて軽微と考えられるので集計項目から外すこととした

変更の理由（詳細にわたる場合は別紙添付）
目標と取組により現実性を持たせるため現実的な目標値にする

環境管理責任者への指示事項

次年度の産業廃棄物処理の目標の見直し

１． 環境目標とその達成状況(達成した場合は設定に問題が無かったか、次年度の目標設定に
つい

２．環境活動計画の実施状況(取組に問題が無かったか、次年度の取組について記載)

　　　て、未達成の場合は原因と次年度の目標や対応策について記載）

社用車PHV導入、ワイヤ放電加工機増設を受けて基準データを直近5年に見直した。
ワイヤ放電加工機増設により二酸化炭素の排出、電力使用量の増加傾向は続く見込
みなのでより現実的な目標設定とするべく基準データはしばらく注視していく

増設したワイヤ放電加工機は電力消費量が多く、比較的稼働率も高いため電力使用
量はしばらく増加する見込み

１．環境方針の変更
２．環境目標の変更
３．活動計画の変更


